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議
員　

外
国
人
材
の
活
用
は
、
人
口

減
少
対
策
の
核
心
で
あ
る
社
会
増
減

対
策
の
柱
で
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
、

学
生
の
キ
ャ
リ
ア
志
向
が
顕
著
な
イ

ン
ド
出
身
人
材
に
は
、
日
本
人
採
用

と
同
様
の
処
遇
が
必
要
だ
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

イ
ン
ド
人
材
を
は
じ
め
、
優

秀
な
外
国
人
材
の
獲
得
の
た
め
、
生

活
・
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
の
施
策

の
推
進
に
全
力
で
取
り
組
む
。
本
県

経
済
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
け
る

よ
う
、
世
界
か
ら
選
ば
れ
る
県
づ
く

り
を
一
層
加
速
さ
せ
て
い
く
。

議
員　

県
民
の
良
好
な
体
感
治
安
の

醸
成
の
た
め
に
、
青
色
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
の
拡
大
、
水
平
展
開
に

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。
活
動
支

援
の
た
め
、
道
路
使
用
許
可
の
期
間

基
準
の
延
長
な
ど
の
手
続
き
の
簡
素

化
を
求
め
た
い
が
、
所
見
は
。

警
察
本
部
長　

道
路
使
用
許
可
の
申

請
手
数
料
の
免
除
や
、
申
請
手
続
き

の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
よ
り
負
担
の
軽

減
を
図
っ
た
。
ま
た
、
道
路
使
用
許

可
の
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
他

県
の
状
況
も
参
考
と
し
な
が
ら
、
許

可
の
期
間
の
見
直
し
な
ど
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

（
ほ
か
に
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
権
を

守
り
多
様
性
に
寛
容
な
茨
城
づ
く
り

な
ど
も
質
問
）

議
員　

女
性
活
躍
の
た
め
に
は
、
自

ら
が
望
む
キ
ャ
リ
ア
実
現
に
向
け
た

環
境
整
備
や
男
性
の
育
児
参
加
を
進

め
る
施
策
展
開
が
重
要
と
考
え
る
。

県
庁
に
お
け
る
取
り
組
み
は
。

知
事　

キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
研
修

の
実
施
な
ど
に
よ
り
、
主
体
的
・
計

画
的
な
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
、

育
児
に
係
る
特
別
休
暇
の
拡
充
や
育

児
休
業
等
取
得
者
の
業
務
を
代
わ
り

に
行
う
同
僚
へ
の
勤
勉
手
当
の
加
算

を
導
入
し
た
。
今
後
も
、
女
性
職
員

が
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
活

躍
で
き
る
組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

議
員　

産
業
の
発
展
に
必
要
な
大
規

模
で
安
定
的
な
電
力
の
供
給
の
た
め

に
は
、
既
存
の
発
電
方
式
を
積
極
的

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

こ
れ
ま
で
、
事
業
者
を
対
象

に
太
陽
光
発
電
設
備
や
蓄
電
池
の
導

入
を
支
援
し
て
き
た
。
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
向
け
て
は
、

本
県
の
地
域
特
性
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
と
い
っ
た
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拠
点
形
成
な
ど
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

議
員　

も
の
づ
く
り
産
業
を
支
え
て

い
く
た
め
の
基
幹
的
な
技
能
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
技
能
習
得
に
積
極

的
な
企
業
へ
の
支
援
強
化
が
必
要
と

考
え
る
が
、
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い

て
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

技
能
向
上
の
た
め
の
講
座
や

企
業
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
セ
ミ
ナ
ー

の
ほ
か
、
高
度
な
技
能
の
継
承
を
図

る
「
い
ば
ら
き
名
匠
塾
」
な
ど
を
開

設
し
、
技
能
の
習
得
を
支
援
し
て
い

る
。
ま
た
、
産
業
技
術
専
門
学
院
に

つ
い
て
は
、
人
材
育
成
の
拠
点
と
な

る
よ
う
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
方
向
性

や
将
来
的
な
運
営
体
制
な
ど
、
再
編

統
合
も
含
め
議
論
を
進
め
て
い
る
。

議
員　

多
く
の
中
小
企
業
に
と
っ
て
、

賃
金
向
上
が
事
業
運
営
に
与
え
る
影

響
は
大
き
い
。
中
小
企
業
に
お
け
る

賃
金
向
上
へ
の
支
援
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
引

き
続
き
関
係
機
関
へ
働
き
掛
け
て
い

く
と
と
も
に
、
中
小
企
業
の
生
産
性

向
上
を
図
り
、
積
極
的
な
賃
上
げ
を

後
押
し
し
て
い
く
。
ま
た
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の
適
正
な
価
格

転
嫁
に
向
け
た
企
業
の
意
識
改
革
や

機
運
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
中

学
・
高
校
に
お
け
る
地
域
企
業
と
の

連
携
な
ど
も
質
問
）

県
庁
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進

産
業
発
展
の
た
め
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策

技
能
取
得
に
関
す
る

企
業
支
援
の
推
進

県
内
企
業
の
賃
金
向
上
へ
の

取
組
支
援

代表質問（要旨）

議
員　

子
ど
も
や
若
者
の
視
点
に

立
っ
た
「
茨
城
で
産
み
、
育
て
た
い
」

環
境
の
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
県
が

司
令
塔
と
な
り
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ

ン
ケ
ア
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

妊
娠
前
か
ら
出
産
後
ま
で
、

一
貫
し
た
切
れ
目
な
い
支
援
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
「
い
ば
ら
き
結
婚
・

子
育
て
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
に
お
い

て
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
だ

け
で
な
く
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
た
幅
広
い
情
報
を
発
信
す
る
な
ど
、

重
層
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

議
員　

「
Ｄ
＆
Ｉ
（
多
様
性
：
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
と
包
摂
性
：
イ
ン
ク

ル
ー
ジ
ョ
ン
）」
に
「
Ｅ
（
公
平
・

公
正
性
：
エ
ク
イ
テ
ィ
）」
を
加
え

た
「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
」
の
考
え
方
が
本
県
の

発
展
の
鍵
と
な
る
と
考
え
る
が
、
所

見
は
。

知
事　

エ
ク
イ
テ
ィ
は
、「
Ｄ
＆
Ｉ
」

を
進
め
る
上
で
の
重
要
な
要
素
の
一

つ
で
あ
り
、「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
」
は
多
様
な

人
材
が
活
躍
で
き
る
た
め
の
土
台
と

な
る
考
え
で
あ
る
。
全
て
の
人
に
公

正
・
公
平
な
機
会
が
与
え
ら
れ
、
誰

も
が
活
躍
で
き
る
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ

社
会
の
実
現
に
向
け
、「
Ｄ
Ｅ
Ｉ
」

の
視
点
も
踏
ま
え
、
全
力
で
取
り
組

む
。

プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン
ケ
ア
の
推
進
を
含
む

健
や
か
な
妊
娠
・
出
産
を
行
え
る
環
境
づ
く
り

Ｄ
Ｅ
Ｉ
 ※1

の
茨
城
県
を
つ
く
る

イ
ン
ド
出
身
人
材
へ
の
期
待
と

育
成
・
送
り
出
し
・
受
け
入
れ
促
進

青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
の

水
平
展
開
と
活
動
支
援

ことば ※3【サウンディング調査】…市場性の有無や実現性の高い事業スキームについて、民間事業者から幅広くアイデアや意見を聴き、事業に反映させることで、より効果的な事業実施を可能とする情報収集を目 
 的とした手法。

ことば ※1【ＤＥＩ】…Diversity（多様性・ダイバーシティ）・Equity（公平性・エクイティ）・Inclusion（包摂・受容性・インクルージョン）の３つの要素のこと。
※2【二元代表制】…自治体の代表機関である首長と議会の議員が、それぞれ住民からの直接選挙で選ばれる制度のこと。議会は、首長と緊張関係を保ちながら、自治体の運営方針などを議決し、その執 
 行を監視するとともに、積極的な政策提案を通して、あたかも車の両輪のように自治体の運営を行う立場にある。

八島　功男 議員
公 　明　 党
土 浦 市 選 出  

二川　英俊 議員
国 民 民 主 党
ひたちなか市選出

　

本
委
員
会
（
石
井
邦
一
委
員
長
）
で
は
、
９

月
27
日
に
第
５
回
委
員
会
を
開
催
し
、「
物
流

に
関
す
る
諸
方
策
の
在
り
方
」
の
う
ち
「
物
流

の
効
率
化
」
に
つ
い
て
、
有
識
者
か
ら
の
意
見

聴
取
お
よ
び
執
行
部
か
ら
の
説
明
聴
取
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
議
会
と
包
括
協
定
を
締
結
し
て
い

る
大
学
か
ら
学
生
の
皆
さ
ま
を
お
招
き
し
、「
県

と
し
て
こ
ん
な
施
策
に
取
り
組
ん
で
は
ど
う

か
」
な
ど
、
生
活
者
目
線
に
立
っ
た
若
い
世
代

の
ア
イ
デ
ア
を
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
後
、
公

共
交
通
お
よ
び
物
流
に
関
し
て
意
見
交
換
を
行

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
調
査
結
果
報
告
の
取
り
ま
と
め
に

向
け
、
引
き
続
き
精
力
的
に
調
査
・
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
県
有
施
設
・
県
出
資
団
体
等
調
査
特
別
委
員
会
」の
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た

　

本
委
員
会
（
田
山
東
湖
委
員
長
）
は
、
昨
年
の
７
月
臨
時
会
で
設
置
さ
れ
て
以

降
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け
る
、
県
有
施
設
（
公
の
施
設
等
）
の
今
後
の
方
向
性

や
売
却
な
ど
の
妥
当
性
、
県
出
資
団
体
等
の
事
業
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
調

査
・
検
討
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

議
会
に
よ
る
継
続
的
関
与
の
仕
組
み
と
し
て
、
執
行
部
か
ら
、
毎
年
第
２
回
定

例
会
で
「
公
の
施
設
等
の
運
営
状
況
」
が
定
期
報
告
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
定
例

会
最
終
日
に
、
執
行
部
へ
の
提
言
な
ど
の
調
査
結
果
を
報
告
し
ま
し
た
。

【
主
な
提
言
の
概
要
】

１　

県
有
施
設
の
全
般
に
係
る
提
言

○
二
元
代
表
制
 ※2

に
基
づ
く
議
会
と

執
行
部
の
役
割

○
県
有
施
設
の
売
却
等
処
分
の
妥
当

性
や
影
響
及
び
対
応

・
運
営
方
針
の
変
更
等
に
際
し
て
の

十
分
な
議
論
の
必
要
性

・
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
 ※3

の
留
意
事
項　

な
ど

○
県
有
施
設
の
管
理

・
適
切
な
目
標
使
用
年
数
と
柔
軟
な
老
朽
化
対
策
等

・
更
新
に
係
る
優
先
順
位
の
検
討
や
計
画
的
な
予
算
の
確
保

・
利
用
状
況
の
変
化
を
見
据
え
た
最
適
な
規
模
や
機
能
の
検
討

・
市
町
村
等
と
の
役
割
分
担
等　

な
ど

２　

県
出
資
団
体
等
全
般
に
係
る
提
言

○
過
去
の
調
査
特
別
委
員
会
に
お
け
る
提
言
に
対
す
る
取
組
状
況
等
の
評
価

○
本
委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
た
提
言

※
報
告
書
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

https://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/gikai/report/kenyushisetsu.htm

プレコンセプションケア

技能取得に関する企業支援の推進

学生との意見交換後における記念撮影
調査結果の報告を行う

田山東湖委員長

「
交
通
政
策
・
物
流
問
題
調
査
特
別
委
員
会
」を
開
催
し
ま
し
た


